

























1) r大学はどこへ 大競争碍代 6J日本経港新霞 1999年12月7日。






















モデルを用いて明らかにする。具体的には、 Staaf(1972)、Kelly(1975)、Coreaand Gruver 
(1987)、McKenzieand Tulloc1正(1988)等の学習行動の経済モデルを用いて、大学生の不勉強
や理解度低下が大学生の効用最大化行動の結果として記述できることを示す。そして、指捕さ




えるJという事実報告がされている (r教育j 日本経済新霞 1999年11月21日)。大学院生に関しても、
学力不是や研究内容を自分で見つけることのできない受け身の学生が多くなってきているという指摘がある
正大学はどこへ 大競争羽寺代 6JB本経護新聞 1999年12月7日〉。











































G=aA+ ち， A~O ， a>O， O<b<∞ (2) 











(efficiency in study due to student's ability)をあらわす定数である。 Eは、教師による学生の






11) Corea and Gruver (1987)では、成鐘は、 G=gAと仮定しているc学生の達成度であるAは、学生の努力
と教障の努力によって決定され(例えば、 Aは学生の努力(又は勉強時間)と教師の努力(又は講義準悟時
間〉を入力としたCES関数で生産される)、 gは理解度がどのように成績に変換されるかを示す「尺度jと
学生自身が惑じる達成度の f感応度Jが窪合化された定数と定義される。本モデルは、 Coreaand Cruver 
(1987)よりもAの揖街については単純な張定を置いているが、達成車と成績の関係についてはわずかながら












ばれる、そして、 (4)は、 S= (0 -b)/[a(e + E)]と書き直せるので、 (4)とち)という二つの制
約は、
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30) r教青J B本経i斉新胃 1999年11月21B。






















33) Corea and Gruver (1987)は、 aの上昇の詰果、勉強時間が増えるかどうかを分布し、それは、学生の余暇
と或謹の代替の弾力性に債存し、詑較的大きい場合には、甘い或績を付ければ、勉強時間を増やすことを示
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